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総 合 研 究 所 所 報

平 成7年 度

ゆ み

文学部史学科 ・水野柳太郎教授総合研究所長に就任(任 期2年)

総合研究所運営委員会。平成7年 度総合研究所事業にっいて審議。

1.プ ロジェク ト研究

教養部一地球 ・人間環境(問 題)に 関する総合的研究一

文学部一大和における伝承文化の変化と持続に関する基礎的研究一

社会学部一国際社会の変容と企業組織の展開

2.特 別研究費(研 究者)横 田 浩、高橋春成、松戸武彦

3.公 開講座実施にっいて

4.奈 良大学紀要(以 下紀要)第24号 刊行にっいて

5.奈 良大学総合研究所所報(以 下所報)第4号 刊行にっいて

紀要編集実行委員会。紀要第24号 の編集にっいて

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

松前 健文学部講師 「大和王権の創業神話と桜井」(受 講者145人)

奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催、会場 ・村交流センター)

市川良哉教養部長 「よき人との出会い」(受 講者48人)

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

堤 博美教養部教授 「保田與重郎 と私」(受 講者108人)

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

田原武彦教養部助教授 「地域住民のスポーツ活動にっいて」

(受講者77人)

紀要編集実行委員会。

1.紀 要第24号 投稿希望状況にっいて

2.非 常勤講師の紀要投稿にっいて

奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催、会場 ・村交流センター)

永井一彰文学部教授 「名句にふれ、俳句の歴史をたどる」(受 講者44人)

奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催、会場 ・村交流センター)

市川良哉教養部長 「死生観を考える」(受 講者37人)

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

池田末則元講師 「桜井古代地名考」(受 講者110人)

奈良大学文化講座(近 畿文化会共催、会場 ・奈良歴史教室)

岡田英男文学部教授 「春 日大社と式年造替」(受 講者202人)
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奈良大学文化講座(近 畿文化会共催、会場 ・奈良歴史教室)

水野柳太郎文学部教授 「行基と東大寺」(受 講者183人)

紀要投稿締切

奈良大学文化講座(近 畿文化会共催、会場 ・奈良歴史教室)

光森正士文学部教授 「正倉院宝物一香印坐にっいて一」(受 講者173人)

総合研究所運営委員会。

平成8年 度プロジェク ト研究テーマ設定及び予算検討にっいて

紀要編集委員会。(出 稿者26件28人)

奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催、会場 ・村交流センター)

水野正好学長 「『都祁』の歴史を掘る」(受 講者47人)

奈良大学文化講座(近 畿文化会共催、会場 ・奈良歴史教室)

實 清隆文学部教授 「奈良のまちづくり」(受 講者158人)

奈良大学文化講座(近 畿文化会共催、会場 ・奈良歴史教室)

上野 誠文学部講師 「万葉集と藤原京一創都1300年 にちなんで一」

(受講者166人)

終了後閉講式、皆出席者106人 に修了証書授与。

社会学部第8回 公開講座(会 場 ・奈良マーチャン トシー ドセンター)

テーマ 高齢者のパワーを生かす社会を目指 して

一国 ・県、企業それぞれの課題一

三谷直紀神戸大学経済学部助教授 「高齢化社会における雇用問題と高齢者

活用の条件」

泉 輝孝社会学部教授 「自立の時代の企業内教育とキャリア開発」

日比野 勧 ビジネスライブの会会長 「生涯現役の生活設計とそれを支える

社会システムの構築」

桂 良太郎社会学部助教授 「高齢者自身による高齢者のための福祉のまち

づ くりにっいての提案」

(進行)荒 川茂則社会学部助手(受 講生77人)

文部省科学研究費学内締切(応 募者20人)

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

永井一彰文学部教授 「芭蕉と桜井一近世文学に見る桜井一」(受講者80人)

奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催、会場 ・村交流センター)

木村紀子文学部教授 「言葉の戦後50年 」(受 講者34人)

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

桂 良太郎社会学部助教授 「共に生きるまち、桜井をめざして一21世紀の

高齢者福祉のあり方にっいて一」(受 講者69人)
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総 合 研 究 所 所 報

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

水野正好学長 「古代の宮都 と桜井」(受 講者81人)

奈良大学教養講座(都 祁村教育委員会共催、会場 ・村交流センター)

稲別正晴講師(桃 山学院大学教授)「 日本経済の現状と将来」

(受講者30人)

4回 以上出席者修了証書授与(34人)

総合研究所所報第4号 刊行(500部)

奈良大学教養講座(桜 井市教育委員会共催、会場 ・市まほろばセンター)

大町 公助教授 「死別の悲 しみは超えられるか」(受 講者67人)

6回 以上出席者修了証書授与(53人)

奈良大学紀要第24号 刊行(750部)

あ が

奈良大学総合研究所所報第5号 には、論文7編 、研究ノー ト2編 、プロジェク ト研

究概要などを収載 しました。

本研究所では、大学か らの助成金によるプロジェク ト研究と特別研究のほか、文部

省科学研究費助成金による研究も管轄 し、教員の研究活動の支援と、その公開に努め

ております。教養部を主体とする桜井市教養講座 と都祁村教養講座、文学部を主体と

する文化講座、社会学部公開講座と、所報の発行が教員の研究成果の公開であります。

来年度の研究所の事業も、さらなる発展を期 して計画 しておりますので、今後とも

ご支援とご指導をお願いいた します。
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